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　　　水の郷日野

食と農とまちづくり
今、時代は転換点を迎えています。白然環壇を大切にし、地産地

消の白立した地域を目指す動きも各地で広がっており、暮らしを大

切にするイタリアで生まれたスローフード、スローシティの考え方が、

世郭の人々の心をとらえています。

日野の土地がもっている大きな可能性、貴重な資塵を種々な角度か

ら摺り起こし､魅力を描き、「農ある風景」を活かした今後の「水の郷」

の地域づくりについて考えてみたいと思います。

田4如4y毎lo月23日（土）12:50
場所七生公会堂（日野市三沢3-50-1）

ぱよ訟＊事前申し込み不要

・開場12:30
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　を研究。主な著書に『rurismo urbano』（共著）などがある。

島村菜津『スローフードとまちづくり』

ノンフィクション作家。

主な著
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ァ各地で過ごし、紀行・美術・映画などの記事を各誌に貨

書に『スローフードな人生！…イタリアの食41から始まる』、

迪続殺人』、『ｽﾛｰﾌｰﾄﾞな日本！』などかある。

・パネルディスカッションH:40-16:10

［パネラー］

Barbara Staniscia ローマ大学

島村菜津ノンフィクション作家

石坂昌子石坂ファームハウス

日野百草在住。自給白

『フィレンツェ

理解を進めるために『自然の恵みを楽しむ会』主宰。10月に『自然の

出版予定。

』、『勉域のカー食･農･
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佐藤美千代まちの生ごみ活かし階

　日野新弁在荏。まちの生ごみ活かし融代表。資舗の地域内樋瑞を目揃

　Ｌ、寂庭の生ごみを回収し畑で堆E4ﾋするIS動をつづけている。仙は披

　姦として培域佳民を巷き込み、作物の生産だけでな《毒壇赦脊などにも

　恬かされている。「畜民による都市塁地研宛会」の事書局。

大江1Ξ章コモンズ代ｉ

　ジャーナリスト。=1モンズは環垣・アジア・塵・食・白柏などをチ一マにｇｅＳ

　らしを見直す、わかりやすく習の高いメッセージを伝える新しい出版社。

主な著書は『農

専門はイタリア値築吏・都市吏．

著書に『東京の空間人類学』（筑摩書房）、『東京』（文蕗春秋社）、『ｲ

ﾀﾘｱ海洋都市の精神』（講談社）など多数ある。

・閉会16:15

1交流会17:00-19:00七生福祉センター1F

・食と農とまちづくりツアー＊申し込み先着順（定員20名）

　10月23日（土）10:00-12:00

　［集合時間］9:30［集合場所］七生公会堂

・水の郷写真展（同時開催）七生公会堂2Fホール

［問い合わせ・申し込み先］

　日野市緑と漕流腫042-585-II11

　法政大学エコ地岫デザイン研究所042-365-122S

まちづくり』などがある。

七生公会堂

三沢３丁目50番地のＩ旧む生支所２

竃話042・593・2911
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日聾市・法政大孝迪携事塵

主催／日野市・法政大学・（財）白治総合センター　鐙援/JA111;1みなみ．Ｈ野Ili環縮ＩｌｊＭｉｌ．まちづくりﾌｫｰﾗﾑ・ひの．まちの４ごみ諾かL哨
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